




要約 :妊娠、分娩、産褥、月経歴、社会環境、嗜好、分化、身体的既往の中で、どのよう

な因子が骨粗鬆症の発症に関与しているかどうかを検討する目的で、1、月経の状態(初潮

年齢、20-30 才代の月経の周期性) 2、閉経年齢  3、骨粗鬆症の家族歴の有無  4、喫煙

の有無  5、飲酒の有無および程度　6、牛乳摂取の有無と程度  7、スポーツの既往とそ

の程度  8、体重の変動  9、出産後、母乳を与えていた期間と出産後から月経開始までの

期間の 9項目のアンケート調査項目を選択した。


